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昨年は「法人コンセプトの実践の年」として、「中期経営計画の
ビジョン」実現に向けて取り組むことができました。そして、よう
やく、多くの皆様のご協力を得て「宰府福祉会地域生活支援セン
ター」がこの 4 月に開所することができました。
今年度は、「宰府福祉会地域生活支援センター」のコンセプトを

指針に、中期経営計画の目標の実現に向けて、この事業計画を基に法
人職員全員で取り組んでいきます。

第三期中期経営計画の目標（２０２２.４〜２０２７.３）

「財務」
①経営基盤の強化と
組織的経営の充実

「地域」
①共生社会づくりへの
連携協働

②子育て支援の実施
③災害対策の充実

「利用者」
①地域生活支援の充実
②個別支援と自立支援、日中活動等の充実
③サービスの標準化
④ライフステージ支援の充実

「人材」
①多様な人材の活用と多様な
働き方の実現

②実践人材の育成と研修
プログラムの確立

「業務」
①法人内の協力体制の充実
②業務の標準化と生産性の向上
③リスクマネジメントの推進

令和７年度 法人事業計画 基本方針
（１）地域貢献事業の推進
（２）財務体質の強化
（３）事業の推進
（４）サービスの質の向上
（５）生産性の向上

（６）コンプライアンスの推進
（７）人材の確保と定着
（８）実践能力の向上
（９）リーダーの育成
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3月15日 法人研修

毎年、年度替わりのこの時期には、法人職員研修会に
おいて、次年度のスタートに向けて法人や各拠点の事業
方針などが示されます。今期は昨年度末の3月15日
（土）に正職員と一部の契約・パート職員が、令和7年
度に向け学びを共にしました。
社会福祉法人の職員としての私たちの役割は、利用児

者の皆様、地域の皆様の福祉ニーズに応える為、現場の
支援も含め法人事業全体を推進させることですが、加え
て法人の事業運営自体を継続させていくということが、
とても重要です。
これまでも宰府福祉会では、制度や時代の移り変わり

に応じて、また、将来を見据えて法人の体制・事業等を
折々で変化させながら事業運営を継続し、利用児者、地
域の皆様のニーズに応えてきました。

今、世の中には様々な社会変化に伴う課題があり、障
害福祉の分野においてもその影響を受けざるを得ないの
が現状です。現在と将来の広い視点で福祉ニーズを捉え、
然るべく対応していく必要があります。法人内では、昨
年度から今年度にかけ、一部事業の廃止や統廃合、定員
の変更等が行われた拠点があります。また、宰府福祉会
地域生活支援センターの開所は対応の1つではあります
が、新たな事業の展開であり法人の拠点の中核となる施
設の開所ですので、法人にとって大きな変化といえます。
法人職員には、そうした変化を理解して自分事として

捉え、前向きな気持ちで日々の支援とその継続に力を注
げるようになってもらいたい…研修会では「令和７年度
はこう変わる！」をテーマに、草本理事⻑をはじめ各施
設⻑や委員会等の責任者より、法人全体が、各拠点がど
のように変わろうとしているのか、何に取り組まなけれ
ばならないのか、その必要性・重要性についての話があ
りました。

私たち職員は、それぞれがその変化や必要とされる取
り組みにどのように関わっていくかを主体的に考え携わ
る必要がありますが、立場が異なると理解や考え方も異
なるということがあります。それでも私たちは法人職員
として、様々な福祉課題に取り組まなければなりません。

令和７年度、本研修会での学びが職員1人ひとりの法
人の方針に沿った業務遂行につながり、もって、利用児
者の皆様、地域の皆様のニーズを満たしていけることに
つながってほしいと思います。

(研修委員⻑ 開裕美)

これからの宰府福祉会

令和７年度法人事業計画説明

支出

収入
令和７年度予算

職員で共通理解を深めました



3

障害福祉サービス事業所 やまもも

やまももは令和７年度、「基本を丁寧に」をモットーに事業を
実施していきます。
支援については、挨拶、掃除、洗濯…皆さんの生活に欠かせな

い事こそ、今一度基本に立ち返り、支援を行っていきます。やま
ももの主役は利用者の皆さんです。利用者一人ひとりがやまもも
の主役になれるよう、今まで以上に丁寧な支援を目指していきた
いと思います。
また、職員についても更なる専門性の向上が必要です。施設内

での研修に加え、４月にオープンする地域生活支援センターで実
践的な研修へ参加することで、幅広い年齢や障害に対応出来るよ
う努めていきます。
また、自然災害に備えた訓練も強化していきます。突然起こる

災害時にやまももの利用者、職員だけでなく地域の皆様の一助と
なれるよう、地域総合訓練への参加及び法人内全体訓練、施設内
訓練を計画的に取り組んでいきます。今年度もよろしくお願い致
します。

施設⻑ 岡田 美幸

障害者支援施設 宰府園

今年度、宰府園は大内田施設⻑から吉福
が施設⻑を引き継ぐことになりました。皆
様、どうぞよろしくお願いいたします。５
年前に大内田施設⻑ともににじから異動し
て、当初は感染対策に追われ、コロナ禍は
入所者様に大きな「変革」をお願いし、理
解や協力をしてもらいました。
現在、入所者は高齢化し障がいも重度化

し、自立した生活は難しくなってきていま
す。今までもQOL支援を中心にサービスを
行ってきましたが、令和７年度は「寄り添
う支援」を重点的に生活支援の充実を図り
ます。入所者の思いを丁寧に聞いて、一緒
に考えていきたいと思います。また生活支
援センターが開設したことで地域交流や災
害対策など、連携しながら一体的に協力し
ていきます。センター内にはカフェや家族
部屋も併設され、入所者が家族とゆっくり
過ごせる場所になると期待しています。さ
らにサービスの標準化や人材育成にも力を
入れて行きます。

施設⻑ 吉福 美紀

法人本部

日頃より当法人の事業経営につきまして、温かいご支援とご協力を賜り心からお礼申し上げます。

さて、今年度の本部拠点の事業計画につきましては、社会情勢の変化や働き方に対する価値観の多様化に迅速かつ
柔軟に対応しつつ、事業運営を継続していくために、法人事務局の役割と機能を今まで以上に強化していきます。
① これからの時代に沿ったジョブ雇用や多様な人材の受け入れ、人事評価の見直しや規程の変更と整備等、労務

管理を徹底して働き方改革を進めていきます。
② 法人の新しい事業に対応した収入の確保に取り組み、財源の安定に努めます。
③ 多様化した福祉ニーズに対して、きめ細かく質の高いサービスを提供する為にはＩＣＴの導入が欠かせません

現状の人手不足を補うためにもＩＣＴ化による生産性の向上が急務ですので、吟味しながら対応していきます。
本部事務局としては、業務体制を再構築して組織マネジメントを強化するため、チームとしての役割を明確にします。
安定した組織力で、変化する環境に着実に対応して、法人事業の推進に努めてまいります。
どうぞ今後とも、皆様方のご理解とご指導をよろしくお願いいたします。

本部⻑ 深町 美代子
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障害者就労支援センター ゆり工房
ゆり工房は、法人内唯一の就労系事業所となりまし

た。この機能は維持しつつ、作業の生産性と支援のバ
ランスを図りながら、多様化する利用者ニーズの充足
に努めてまいりたいと思います。そのためにもサービ
スの標準化、業務の標準化を進め、その質を維持・向
上させ、年々変化するご利用者の状態、ニーズに合わ
せ、工賃や利用料だけでない、サービスの質や将来の
安心も含め、開設した地域生活支援センターと連携し
て取り組んでいきます。地域生活支援センターとの連
携は、ライフステージに応じた総合的な支援であり、
親亡き後の生活や、緊急時の対応など、ゆり工房単独
では対応できない課題について検討し、課題解決に向
け取り組みます。ゆり工房の日中活動においては、作
業ニーズだけではない生活面や情緒面の支援、一人ひ
とりの充実感や満足が日常生活の中で得られる支援を
職員一丸となって行ってまいりたいと思います。

施設⻑ 中村 勝利

児童発達支援センター すみれ園

すみれ園に通う子どもたちは、主に３〜５歳の⼩学校
にあがる前の幼児です。
日頃、子どもたちは、自分の気持ちを一生懸命伝えよ

うとしてくれます。
すみれ園の職員として、表面上に見える子どもの姿や表
現だけではなく、心の中に感じていることやこれからど
うしたいのかを本人や家族の方と考えることを大切にし
たいと考えています。そして、子ども本人にとって、ど
うすることが最もよいのかを意識できる、子どもの気持
ちに応えようと努める職員でありたいと考えています。
そのため、令和７年度は、改めて「子ども視点に立つ」
保育・発達支援という視点に立ち、支援・業務をできる
ように事業計画を作成しました。
令和7年度より地域生活支援センターと連携して、卒

園後のサポート体制をつくっていきます。また、職員が
保育時間中、子どもたちと正面から向き合えるよう、職
員育成や業務効率化を進めていきます。

施設⻑ 矢野 佳子

アクティビティセンター さいふ

「さいふ」は、３月31日をもって就労継続支
援B型事業を廃止し、生活介護事業に統合する
こととなりました。伴って、事業所名称も「ア
クティビティセンターさいふ」となり、27名が
在籍する通所生活介護事業所となります。
生活介護は作品づくりやレクリエーションを

中心とする創作グループと元B型のメンバーが
清掃や木工作品づくりに取り組む生産グループ
の２班に分けています。創作グループ19名のメ
ンバーのうち「すみれ園」を卒園した利用者が
３割を超え在席しており、発達障がい利用者の
割合が高くなっています。活動に参加できな
かったり、集中できず移動が多い利用者もいる
ため、「個別支援プログラム」に基づいた支援
を徹底していきたいと考えます。生産グループ
8名は、製品づくりや軽作業、清掃などに取り
組んでいますが、やりがいや生きがいを感じる
ための活動提供を行っていきます。
新しくスタートする「地域生活支援セン

ター」と、支援面においても、職員間において
も連携協力を図り、「生活介護事業所」として
の確立を目指していきます。

施設⻑ 大内田 美津子

宰府福祉会地域生活支援センター

現在、児者合わせて約340名の計画相談、障がい児相談を受けております。主に障害福祉サービスをご利用されてい
る方との関わりなのですが、望んでいる生活や利用したいサービスは様々です。日々の生活の中でもいろいろな課題が
あり、福祉サービスだけでは解決できないこともあり、私たちになにができるのか？と悩むことも多くあります。地域
にある社会資源も活かしたいけれど、ニーズに当てはまる資源があるとは限らず、「こんなことができたらなあ」と考
えることがよくあります。
令和7年度は、そんな想いと、社会資源や地域をつなぐパイプ役も担っていきたいと考えています。地域生活支援セ

ンターも地域に必要な社会資源のひとつとして役に立っていけるように、相談がパイプ役になり必要な方に利用してい
ただけるようにつないでいきたいと思います。地域の方々の様々な相談の窓口の一つとしても活用していただけるよう
に、広い視野を持ち、取り組んでいこうと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

やまもも・すみれ相談支援センター 管理者 井上 雅代

障害者生活支援センター にじ
令和7年度にじの事業計画については主に①業務の

標準化による生産性の向上とサービス向上の両立②地
域生活支援センターとの連携・協力とセンターを活用
した職員の育成の2点に重点を置いて取り組んで参り
ます。1点目は、職員の勤務形態の多様化や福祉の経
験のない方の採用も多くなってきているため今年度は、
業務基準書やマニュアルを活用して職員が統一した支
援や業務を行うことで業務の効率化と利用者サービス
の向上につなげていくことを目標として取り組んで参
ります。また2点目は、地域生活支援センターについ
ては、法人内でしっかりと連携・協力を図りながらセ
ンターの運営がスムーズにいくよう働きかけ、研修を
通して職員の支援力と専門性の向上を図りながら職員
それぞれが持っている能力を発揮できるようになるよ
う努めて参ります。
令和7年度は、大きな変化の時であるからこそ「利

用者一人ひとりを大切に」という法人のモットーを大
切にした上で「利用者・職員・地域」の3満足につな
がっていくよう全職員で協力して取り組んでいきたい
と考えています。

管理者 木原 直輝
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「宰府福祉会」令和７年度に期待すること

私と「宰府福祉会」との関りは凡そ４０年前から
になります。
当時市の関係者として何度か「すみれ園」を視察し
た時からでした。当時の園⻑さん「藤川さん」（旧
監理監督者の）から、丁寧に対応していただいたこ
とを思い出します。
その後当園は平成15年に市から譲渡され、令和元

年に新園舎に建て替わり、県立の特別支援学校と関
係を構築され、放課後支援等の事業を拡張され児童
福祉に大いに貢献されています。

その後、私が「太宰府市社会福祉協議会」の事務
局⻑に着任した関係で「宰府福祉会」の理事を仰せ
つかり、双方のパイプ役を務めてまいりましたので、
当事業内容について学ばせていただきました。当時
から理事⻑さんも2人目となり、本部周辺も年々拡充
されてまいりました。以前の会議は宰府園の２階食
堂の1部で開催されておりましたが、現在は「アク
ティビティセンター・コミュニティーホールさい
ふ」が開所され、会議開催が便利になりました。
地域にもオープンにされているようですし、市の災
害時の避難所としての指定を受けられ地域との連携
をより深く構築されるように期待しています。
また、今年から「地域生活支援センター」が新た

にオープンされ施設がますます充実されますことを
お慶び申し上げます。
私も現在は評議員、苦情解決第三者委員として特に
担当の「ゆり工房」、「にじ」に年数回訪問して現
場の声をお聴きしてまいりましたが、利用者と職員
の声をもっともっとお聴きしながら少しでも、利用
者と職員にとって良い環境づくりに貢献できたらと
感じているところです。

今後の課題は、少子化の影響を鑑み、職員数の確
保の為に定着率アップを図ること、あるいは外国人
研修生の受け入れ等も視野に入れる考慮する必要が
あるのではないかと危惧するところです。施設が充
実し、皆が明るく楽しく働ける職場は、いじめやト
ラブルも無くなると信じています。

今後も利用者、利用者ご家族が安心して利用いた
だけるように職員の皆様には更なる研修、意識の向
上を目指して頂きますようお願いいたします。
そして地域福祉の向上を担って頂けますように切望
いたしております。

第三者委員 安部 啓治様

ある本で⾒た「⺟体の中にいる⾚ん坊は、生まれる時期
は自分で決める」のだと・・・
1983年2月22日の出産予定だった娘は、1982年12月29日

の朝、普通に陣痛がおき1660グラムの小さな体で生まれて
きました。32週に入ったばかりの早産でした。
不意の腹痛で不安になり夫と病院へ、そんなに時間が

たっていなかったのですが陣痛が進んでいてそのまま入院、
出産になりました。
わずか3時間半くらいでの安産でしたが、産声は無く、

周りのスクッフがバタバタ動き回る様子が、少しして私の
様子を⾒にきた助産師さんに「生まれたんですよね」と聞
く私に
「生まれたんやけど、息しとらんと、でも大丈夫やけん
ね。」
「そうなんですね」と、ボーっとしたまま話を聞きまし
た。
「小さかったけん久留米の病院から迎えに来てもらい、送
るけど心配ないよ」
その後、娘の顔を⾒ることなく病室へ、娘を⾒送った夫の
両親と私の⺟が、少し深刻な表情で来ました。夫は娘の乗
る救急車を追いかけて久留米へ
後で聞いた話では生まれたばかりの娘を⾒た者は皆、元

気に育つとは思えなかったようです。それぞれの家に帰っ
てから家族への報告は「あの子はダメやね」だったそうで
す。
久留米に運ばれた娘は、すぐに小さな保育器に入れられ

幾つもの線につながれ、命をつなぐために治療が始まりま
した。
大晦日の夜、周りの病室では⾚ちゃんの泣く声がしてい

ましたが、娘が頑張って育ってくれることを願いながら、
1人お蕎⻨を食べながら第九を聞いたのを覚えています。
新年を迎えてからは、凍らせた⺟乳を1日おきに届ける

生活が始まりました。娘の顔を⾒ることは出来ませんでし
たが、⺟乳が出なくなるまでせっせと通いました。
生後3週間くらいたった頃に、水頭症だということがわ

かり3度の手術がわずかな期間で行われましたが、娘は小
さな体で頑張ってくれました。手術や肺炎の治療など、い
ろいろありましたが、3ヶ月半くらいの入院で帰宅するこ
とができました。退院してからも肺炎をおこしたり、頭に
入っているシャント関係の手術を数度受けたりしましたが、
娘なりにたくましく育ってくれました。そんな娘を⾒てい
ると「この子は生きるために早く生まれてきたのかな」あ
のまま予定日までお腹の中にいたら、頭の中の水は少しず
つ増えて脳を圧迫してと考えると自分で命を守ったんだと
思うようになりました。
娘は昨年の暮れに42歳になりました。小さな体ですが、

時々噴火しながらも明るく元気に育ってくれました。今は
「にじ」へサボリながらも通っています

にじ利用者の保護者 齋田 やよい様
5
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2月12日(水)午後、法人合同災害
訓練を実施しました。
同日午後１時、直下型の大地震

(M６~７)が発生した想定で訓練開
始。第一部は、各拠点でのBCP初動
訓練、第二部は法人避難所運営訓練
を行いました。

地震発生直後は、BCP初動計画に
より、「情報収集班」「安全対策
班」「救護班」に分かれ、責任者で
ある施設⻑の指示のもと、利用者、
職員の安否確認をし、建物の安全点
検を行った上で、災害対策本部に連
絡を入れます。その際、入所施設の
宰府園で、強い揺れにより居室内に
家具等が倒れ、在室できない利用者
が複数名いるため、対策本部が法人
福祉難所(コミュニティホール)を開
設することを決定。各拠点の施設⻑
に避難所運営の応援に来るよう指示
が出ます。
第二部は、法人避難所に向かうた

め、拠点の施設⻑は、代理者に引継
ぎ、利用者の安否確認やご家庭への
連絡を継続するように指示。法人避
難所に到着後は、法人福祉避難所運

営規定に則り、「施設管理班」「食
料・物資班」「保健衛生班」に分か
れ、避難所の安全確認から避難者の
情報提供、必要な物資確認などを行
いました。

実際に災害が発生した場合、冷静
に落ち着いて命を守るために、訓練
は継続して取り組んでいかなければ
ならないことを実感しました。

さいふ施設⻑ 大内田 美津子

2月12日 法人合同災害訓練

「ようこそ すみれ園へ」

4月５日（土）、第２２回すみれ園入園式を執り行い
ました。今年度、すみれ園に８名の子どもたちが入園し
ました。
７日（月）からは、すみれ園での園生活が始まります。

本日入園した子どもたちの中には、お家の方と離れるこ
とが初めての子もいます。子どもたちが「明日もすみれ
園に行きたい」と楽しい見通しが持てるよう、また、保
護者の方に安心して我が子を預けていただけるように、
職員一同、頑張ります！お友だちや先生と一緒にたくさ
んあそんで、たくさんのことを知っていこうね。

すみれ園園⻑ 矢野 佳子

3月27日(木)に「宰府福祉会 地域生活支援セン
ター開所式」を執り行いました。来賓、近隣自治会、
ご家族、利用者、職員、総勢62名が参列し、賑わいの
中にも厳かな式となりました。式の後、センター内覧
に参加して下さった方から「是非、使ってみたい」と
いう声も聞かれました。開式前には雷を伴う大雨でし
たが、閉式後に空はカラリと晴れ、開花したばかりの
桜がお祝いしてくれているようでした。『地域のた
め』『子供からお年寄りまで気軽に使えるセンター』
を目指していきます。
今後ともどうぞよろしくお願いします。

地域生活支援センター開所式
実行委員⻑ 大内田 美津子

宰府福祉会 地域生活
支援センター 開所式3月27日 4月5日 すみれ園 入園式

水
、
防
災
食
、
ビ

ニ
ル
シ
ー
ト
等

3

日
分
の
備
蓄

品
と
衛
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品

いざという時の簡易パーテーション
災害時、福祉避難所となる
コミュニティホール

太宰府市⻑様
ご挨拶をいただきました 開所式後の内覧会 園⻑挨拶 理事⻑挨拶



「wakatake」に関する質
問やご要望、ご意見など

皆様の声、聞かせてください！
下のQRコードよりgoogleフォーム
に記入お願いします。。

わかたけ第42号

社会福祉法人 宰府福祉会 法人本部事務局福岡県太宰府市大佐野761-1 発行責任者：草本武俊 編集委員会

「わかたけ」が「wakatake」になっ
た2025年度も、地域の皆様に”見て
みたい“”開いてみたい“紙面になるよ
う腕を磨いていきたいと思います。
そんな4月号は、春を前面に出した
色やデザインにしています。
明るいデザインは編集をしていても
ウキウキしちゃいます。そんな気持
ちが皆様につたわりますように

編集員⻑ 鶴留真一

『編集後記』

7

全拠点でインスタ始めました！
フォローお願いします

みんなの声きかせてのコーナーにご質問をお受けしました。

ご質問：地域生活支援センターの日中一時の利用は、何歳からできますか？
お返事：小学校4年生からのご利用ができるよう準備を進めています。法人内の利用者よりスタート
いたしますが、不明な点などがありましたら地域生活支援センターまでご相談ください。


